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その他，試験牛の健康・外はうについても全期間全く

異常は認められなかった．

従って総括的にみて，この試験からはホルスタイン種

の成牝牛維持についてのこの補正標準は，慣用多汁質飼

料を主体として給与した場合も実用性が十分あるものと

考えられる．

3．ま　　と　　め

筆者らは昭和32年度来，農林水産技術会議家畜栄養研

究協議会の年次計画によって分担した種々の飼養試験，

及びこのテーマに関連して生じた種々の問題点を検討す

るための独自の計画による飼養試験を行って来た．

現在までに分担した維持の飼養試験を終り，他の共同

研究場所の成績をも検討して，わが国のホルスタイソ種

の成牝牛維持の必要養分量についての補正標準を得た．

この補正標準はこれまでわが国で一般にいわれて来た

必要養分量と比較してかなり低く，むしろ低過ぎるとい

われているアメリカのNRC標準等に近いものである．

この低過ぎるといわれて来た原因として，この報の第2

の試験からも慣用粗飼料の飼料価値を正確に把握するこ

とがかなり困難なものであるということがいえ，更にま

た一般に用いられているわが国の慣用乳牛飼料の飼料価

値の検討が必要であり，今後この面の研究にもより力を

注ぐべきである．

また一方，普及の現場でも飼養標準をより合理的に活

用させるために，飼養計算に当り現に給与しようとする

飼料の飼料価値を正しく判断することにより一層の関心

を持たせることが必要であろう．

豚の発育と肉質に対する屑りんご給与の影響第2報．

岡田光男・石原　　武・伊藤隆康

（青森県寄託）

石　　田　　一　　夫

（東　北　大）

前掛こひきつづき肥育豚に対する層りんご給与の影響

を発育・屠体成節・肉質及び内臓諸詩官の形態の面から

検討したので．その概要を報告する．

1．試　験　方　法

青森県種畜場産のヨークシャー種の同腹産仔8頭（♀

4，才4）を用い，これらを雌雄2頭づつ2群に分ち，1

群を対照区及び他の群を試験区とし，体重30毎時から90

極に達するまで両区について次の飼養を行なった．すな

わち対照区は昭和34年度の産肉能力検定用飼料を用い，

同検定基準にもとずいた飼養を行い，試験区は層りんご

を主体としてこれを体重の鳩～兢量給与し，そのTDN

を14％及びDCPを0．4％として計算し，不足の養分を

褒・大豆柏及び魚粕をもって補い，対照区の給与基準に

準じた飼養を行なった．

給与試験中は7日ごとに体重並びに体尺測定を行い，

供試豚が90軸こ逢した時屠殺解体して各部の調査を行な

った．更にロース・皮下脂肪及び腎脂肪を採取し，その

一部は化学分析に供し，他の一部は主要臓等の一片とと

もに10％ホルマリンに固定して組織学的ないし組織化学

的観察に供した．

2．試　験　結　果

1．発育成績

発育は所定期間の生体各部の増体量と所定の体重に到

達するに要した日数をもって比較した．生体各部の発育

については試験全期間を通じて試験区と対照区との間に

差がなく，両区の供試豚の発育ははば整一であった．供

試隊の体重が90廟こ到達した日令並びに給与試験所要期

間を第1表に示したが，両者とも試験区と対照区の間に

有意差を見出すことはできなかった．

2．常体成績

屠体については常法に従って各部位の測定を行い，更

に肉質について肉眼的調査を行なった．まず解体成績に

ついてみると，第2表に示すとおり屠殺率が対照区では

71．5％，試験区では70．7％となり両者に大差がなく，ま

た内臓・生皮及び頭部その他についても区間に差異を見

出せなかった，肉質については脂肪層の厚さ・硬さ及び
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第1表．　発　　　　育 成　　　　績
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色等を調査したが，屑りんご給与の影響として特記され

るべき変状を全く察知することはできなかった．

3．主要臓許の形態

肥育初期の給与試験で前回に報告したとおり，層りん

ご給与が消化管の形態に影響を及ぼすことがうかがわれ

たので，今回の給与試験に際しては特に内臓諸器官につ

いて調査をこころみた．その結果，第3表に示すとおり

試験区の肺臓並びに心臓はともに発育がよく，対照区の

それに比較してそれぞれ13％及び22％あまり重くなって

いることがみとめられた．これに反して肝臓は試験区が

やや軽く，対照区が5％ほど重くなっていた，腸管につ

いては試験区の小腸がやや短い傾向にあったが，統計的

には差異がみとめられなかった．特に厨りんご給与の影

響として形態変化がみとめられたものは胃であって，試

第3蓑．主要臓器の測定値
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験区の胃は全般に小さくて筋層や粘膜層の発達がよく充

実したものであった．更に，この試験区の胃粘膜の襲壁

は著明に発達していた．このような形態変化がみとめら

れたので，胃粘膜中特に胃底腹部について主細胞・副細

胞及び努細胞の大きさや分布を測定してみたが，腺頸・

脱体及び腺底の各部とも対照区と全く差異がなく，試験

区の胃粘膜を構成する腺細胞には特殊な変化がみられな

かった．

4．肉の理化学的件質

対照区の4号豚は予想外に早く90柳こ達したため分析

準備がととのわず，その理化学的性質を調査できなかっ

たが，他の7頭のロース並びに脂肪の理化学的性質につ

いては，第4表に示すとおり比較的個体差が大きく，明

瞭な区間差を見出すことはできなかった．

肉質については更に筋織経の太さや脂質の多寡が問題

になるが，ロースの筋繊維の太さについては，第5表に

示すとおり対照区が55～65／▲及び試験区が46（ノ62〟で両

者に有意差がみとめられなかった．一方ズダソ黒B染色

標本により筋織経の脂質含量についてみると対照区では

多量に脂質をもつ筋繊維と少量しかもたないか或いは全

く脂質をもたない筋繊維の分布割合がほぼ半々であった

のに反し，試験区では前者の出現が少なく，後者の分布が

比較的に多くなっている傾向がみとめられた．これらの

解放経に含まれる脂質はスミス・デートリッヒ民法で染

色されるもので，組織化学的には削旨質として分類され
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第　4　表．　肉　の　理　化　学　的　性　質

区

第5表∴筋繊維の太さと脂質

るものであった．従って，試験区のロースでは筋舷経に

含まれる類脂質の量が対照区に比較してやや少ない傾向

にあったことになる．

いわゆる筋組織として包括されるものには，筋織維は

かりでなく，筋内膜または筋周膜などを構成する結合組

織があるが，これらの結合組織に存在する脂質はスミス

・デートリッヒ氏法で染められずニール・ブルーに紅色

に染色する中性脂肪で，前述の筋織経に存在する脂質と

その性質を異にするものであった．但し，これらの中性

脂肪の分布や量については，試験区と対照区間に全く差

異をみとめることができなかった．さらに節用探及び筋

内膜を構成する結合組織について観察したところ，前者

は膠原繊維と弾性繊維からなり，後者は格子繊維からな

っていることがみとめられたが，その分布や量的関係に

ついては試験区と対照区の間に差がみられず，この面に

ついても屑りんご給与の影響を見出すことはできなかっ

た．

3．考察並びに要約

肥育豚を用いてその体重の鳩～折畳の屑りんごを約4

カ月にわたり給与試験をこころみたところ，発育も肉眼

的肉質も特に屑りんごによると考えられる悪い影響を見

出すことはできず，むしろ屑りんご給与が畜体の生兜的

作用をよくすると考えられる肺臓や心肺や胃をよく発達

させる事実が得られた．従って，一時津軽地方で問題と

なった層りんご給与が豚の肉質を低下させるのではない

かという推測はなんら根拠のないものであり，また屑り

んごの飼料的利用をさまたげるものではないと信ずる．

さきに述べたようにロースの筋繊維の類脂質の含量

は，屑りんご給与によりやや減少する幌向にあったが，

月旨肪組織や筋組織の理化学的性質ないし一般組成をみる

と，対照区と試験区に注目すべき差異がみとめられない

ところから，このような筋織経の類脂質の多寡がその肉

質をどう左右するか明らかでないにせよ，屏りんご給与

と肉質との関係を諭ずるときは，特に重要な問題となら

ないと思う．従って，層りんごを肥育豚の飼料として利

用してなんら支障はないと考える．

一方，層りんご利用による濃厚飼料の節減についてみ

ると，この試験での供試豚が90た舛こ達するまでに要した

濃厚飼料は，対照区の1頭平均が310桓及び試験区の平

均が120軸となり，屑りんごを用いた場合約60％の節減

を可能とした．但し，この場合1頭当り970毎の屑りん

ごを消費しているので，この屑りんごの価格が層りんご

利用の経済性を左右することになり，厨りんごを安価に

入手しうる限り屑りんご利用は飼料費の節減をもたらす

ことになろう．
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